
「退職金の受け取り方と税金」 
 
 
みなさんこんにちは。退職サポートのたいしょくまんです。今回は「退職に関するお得な情報」とい

うテーマで、退職金の受け取り方と税金について解説します。​
 
皆さん、退職金の最も効果的な受け取り方を知りたくないですか？また、税金を少しでも抑えた

いと思っていませんか？​
この問題が放置されたままだと、「知らない間に大金を損してしまう」や「税金でほとんど手元に残

らない」という最悪な状況に陥ってしまいます。​
でもご安心ください。今回は「退職に関するお得な情報」というテーマで、最適な受け取り方と税

金対策をお教えしますね。​
退職金の受け取り方には大きく分けて3種類の方法があるのをご存じでしょうか？それぞれで税
金の影響が異なるのです。この動画を最後までご覧になれば、自分にとって最良の選択ができ

るでしょう。​
このチャンネルでは退職に関するお得な情報を発信中です。役立つ情報を逃さないためにも、ぜ

ひチャンネル登録をお願いします。 
 
 

退職金の基礎知識を理解しよう 
 
退職金についての基礎知識の理解が、賢く受け取るための第一歩です。今回は、退職金の定義

について解説しますね。 
まず、退職金とは、長年にわたる勤務の終了に際して、その労働者に支払われる一時金のこと

です。これは、企業が従業員に対して、その勤務期間中の努力と貢献に対する感謝の意を示す

ものです。また、将来の生活資金として支給されます。 
退職金の平均支給額は業種や勤続年数によって大きく異なり、国税庁によると、数百万円から

数千万円の範囲です。このデータは退職金が単なる「ボーナス」ではなく、多くの退職者にとって

重要な生活資金源であることを示しています。 
 

退職金の3種類の受け取り方の特徴を比較 
 
退職金の受け取り方には、一時金、年金形式、そしてこれらの組み合わせの3種類の方法があ
るのをご存じですか？それぞれの特徴を比較して、どの受け取り方が最も自分に合っているか

の理解が重要なんです。 
 
まず、一時金として受け取る方法から見ていきましょう。一時金とは、退職時に一括で支給される

退職金の形式です。大きな金額が一度に手に入るという、最大の利点があります。大きな支出が

必要な場合や、新たな事業を始める資金として使用できるのです。 
例えば、ある会社員が退職時に3000万円の一時金を受け取り、その資金で自分のカフェを開業
したケースがあります。このように一時金を活用すれば、退職後の新たな生活を有意義にスター

トさせられるのです。 



 
次に、年金形式で受け取る方法について説明しましょう。年金形式では、退職金を毎月または年

数回の定期的な支払いとして受け取ります。この形式のメリットは、定期的な収入が保証される

ため、退職後も安定した生活を送れる点です。 
実際に、ある公務員は退職金を年金形式で受け取りました。この方は、毎月20万円の年金所得
があり、これが老後の安定した生活基盤となっています。 
 
最後に、一時金と年金を組み合わせる方法を説明しましょう。この方法では、一部を一時金とし

て受け取り、残りを年金形式で受け取ります。その結果、退職金を柔軟に活用できます。例とし

て、3000万円の退職金がある場合を考えてみましょう。1500万円を一時金として、残りの1500万
円を年金形式で受け取る選択ができるんです。 
このような組み合わせ方をすれば、初期に大きな資金が必要な場合に対応しつつ、長期にわた

る安定した収入も確保できます。 
実際に、この方法を選択した退職者は、退職後の安定した生活と同時に、夢だった世界一周の

旅行も実現できました。 
 
以上が、退職金の受け取り方の3つの主要な方法とその具体例でした。どの方法を選択するか
は、個々のライフスタイルや将来の計画により異なるので、今回の説明を参考に最適な選択をし

てくださいね。 
 
 

退職金の受け取り方変わる税金とお得な選び方 
 
退職金の受け取り方で税金が変わるため、自分にとって最もお得な方法の選択が非常に重要な

んです。今回は、退職金の受け取り方によって異なる税金の影響について詳しく解説しますね。 
 
まず、一時金で受け取る場合の税金について説明しましょう。一時金として退職金を受け取る

際、所得税として一定の税率が適用されます。退職所得の控除が利用できるため、実際に支払

う税金は受け取る金額によって大きく異なるでしょう。 
例えば、勤続40年で退職所得が3000万円である場合、約2200万円を控除できます。その結果、
実質的な課税対象額が軽減されるため、税負担が大幅に軽減できお得になるのです。 
 
次に、年金形式で受け取る場合の税金について説明しましょう。年金形式では、毎月受け取る金

額に応じて所得税が徴収されます。この方法のメリットは、一度に大きな金額を受け取るよりも税

率が低く抑えられる点です。具体的には、年間受取額が小さければ小さいほど、税負担が小さく

なり、結果としてお得になります。 
 
最後に、一時金と年金を組み合わせた場合の税金について説明しましょう。この方法では、一時

金部分と年金部分に分けて税金が計算されます。 
実例として、ある退職者が一時金1000万円と年金形式で毎年200万円を受け取る場合です。一
時金には上述した退職所得の控除が適用され、年金には通常の所得として計算されます。その

結果、税負担がお得になるのです。 
 
さらに、複数の退職金が発生する場合の注意点です。複数回にわたって退職金を受け取る場

合、それぞれの受け取りで税金が異なる可能性があります。この状況を理解し、計画的な受け取

り方が求められるでしょう。 



以上の説明から、退職金の受け取り方によって税金が大きく変わることがお分かりいただけまし

たか？自分の将来の計画に合わせて、最も効果的な受け取り方の選択が、賢い退職金の活用

方法と言えるでしょう。 
 
 
今回は、「退職に関するお得な情報」をテーマに、退職金の受け取り方とそれに関連する税金に

ついて詳しく解説しました。また、退職金を一時金、年金、またはその組み合わせで受け取る方

法と、それぞれの税金の違いについてお話しました。今回の動画が良かったら、ぜひ高評価をお

願いします。​
そして、このチャンネルでは退職に関するお得な情報を発信中ですので、ぜひチャンネル登録し

てくださいね。​
最後までご視聴いただき、ありがとうございました。 
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